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蝉
時
雨
の
向
こ
う
か
ら
、
声
が
し
た
。
「
ね
え
ー
ー
ー
ー
ー
ー
、
待
っ
て
よ
！
」
　
振
り
返
る
と
、
陽
炎
の
立
つ

せ
み
し
ぐ
れ

か
げ
ろ
う

坂
道
を
、
白
い
帽
子
が
駆
け
て
く
る
。
追
い
つ
い
た
彼
女
は
、
息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
川
の
方
を
指
さ
し
た
。
　

ざ
わ
〜
〜
〜
〜
〜
。
葉
の
あ
い
だ
を
風
が
渡
り
、
雨
上
が
り
の
光
が
細
か
く
揺
れ
た
。
「
ほ
ん
と
う
に
行
く
の
！？
」

「
行
く
よ
！！
　
今
日
を
逃
し
た
ら
、
き
っ
と
来
年
ま
で
見
ら
れ
な
い
も
の
」
　
堤
を
下
り
る
と
、
夕
立
の
名
残
が

水
面
に
細
い
波
紋
を
描
い
て
い
た
〰
〰
〰
〰
。
濡
れ
た
石
の
匂
い
。
遠
く
の
踏
切
。
自
転
車
の
ベ
ル
。
ど
れ
も
が

み

な

も

夏
の
終
わ
り
を
知
ら
せ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
　
ふ
た
り
は
黙
っ
て
、
水
際
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
灯
り
を
待
っ
た
。

や
が
て
草
む
ら
の
奥
で
、
ひ
と
つ
、
ま
た
ひ
と
つ
、
淡
い
光
が
明
滅
し
た
。
「
見
え
た―

―
―
―
―
―

」
　
声
は
夜

の
入
口
へ
、
細
く
長
く
溶
け
て
い
っ
た
。
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連続する伸長記号 CONTEXTUAL ALTERNATES / VERTICAL

あ
ー
ー
ー
ー
ー
ー

長音記号

U+30FC

静
か
に―
―
―
―
―
―

HORIZONTAL BAR

U+2015

ざ
わ
〜
〜
〜
〜
〜

WAVE DASH

U+301C

ふ
わ
～
～
～
～
～

FULLWIDTH TILDE

U+FF5E

波
紋
〰
〰
〰
〰
〰

WAVY DASH

U+3030

ね
え
ー
ー
ー
ー
！？

長音＋約物合字

ccmp / calt

のびごえ明朝 縦組み見本 02



縦組み本文 VERTICAL PROSE / 14 PT

薄
明
の
空
に
、
ま
だ
星
が
ひ
と
つ
残
っ
て
い
た
。

は
く
め
い

葦
原
を
抜
け
る
風
が
、
水
脈
を
そ
っ
と
揺
ら
す
。

あ
し
は
ら

み

お

「
も
う
す
ぐ
東
雲
だ
ね
」
と
、
彼
女
は
言
っ
た
。

し
の
の
め

遠
い
山
際
か
ら
、
鳥
の
声
が
細
く
響
く
。

や
ま
ぎ
わ

泡
沫
の
よ
う
な
夜
が
、
静
か
に
ほ
ど
け
て
い
っ
た
。

う
た
か
た

組版設定

のびごえ明朝 Regular。

本文14pt、行間2.1字、ル

ビは親文字の二分サイズ

で組んでいます。

本文中で確認

縦組み本文の流れの中

で、約物や振り仮名の位

置関係を確認できます。
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感嘆符・疑問符合字 MANGA1-STYLE LIGATURES / 1 EM

！？ 明朝

default ！？ 斜体明朝

ss01 ！？ ゴシック

ss02 ！？ 斜体ゴシック

ss03

？？

？？

？？？

？？？

！！

！！

！！！

！！！

！！！！

！！！！

！！！！！

！！！！！

？！

？！

！？

！？

？？！

？？！

？！？

？！？

！？？

！？？

！！？

！！？

！？！

！？！

？！！

？！！

！！？？

！！？？

？？！！

？？！！
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